
連
合
中
越
地
協
第
1
回
幹

事
会
が
、
12
月
19
日
（
金
）

午
後
6
時
か
ら
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
ト
モ
シ
ア
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
長
谷
川
議
長
は

開
会
の
挨
拶
で
、
「
定
期
総

会
で
新
役
員
体
制
と
な
っ
て

早
く
も
１
ヵ
月
が
過
ぎ
た
。

年
が
明
け
る
と
春
闘
も
本
格

的
に
始
ま
る
。
長
岡
地
区
メ
ー

デ
ー
も
４
月
25
日
開
催
と
し

た
こ
と
か
ら
内
容
も
変
更
す

る
。
集
中
し
て
議
論
を
お
願

い
し
た
い
。
」
と
述
べ
ま
し

た
。次

に
前
回
の
幹
事
会
（
11

月
６
日
）
以
降
の
報
告
と
し

て
、
第
35
回
定
期
総
会
の
総

括
、
連
合
新
潟
「
26
春
季
生

活
闘
争
基
本
構
想
」
、
長
岡

市
へ
の
市
政
要
望
書
提
出
、

各
支
部
総
会
の
開
催
状
況
な

ど
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
次
に
審
議
事
項
が

協
議
さ
れ
、
幹
事
会
役
員
体

制
と
任
務
分
担
、
当
面
の
日

程
、
26
春
季
生
活
闘
争
関
係
、

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

の
日
程
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
ー
デ
ー
長
岡
地
区

大
会
の
基
本
計
画
も
確
認
し

ま
し
た
。

幹
事
会
後
は
、
新
旧
役
員

引
継
ぎ
会
が
行
わ
れ
、
前
議

長
の
矢
島
さ
ん
、
前
幹
事
の

石
坂
さ
ん
、
岡
村
さ
ん
、
権

頭
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
か
ら

思
い
を
込
め
た
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
最
後
は
、
島
津
幹

事
・
Ｓ
Ｊ
委
員
長
の
締
め
で

有
意
義
な
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
第
20

回
総
会
が
12
月
10
日
（
水
）

午
後
6
時
30
分
か
ら
長
岡
市

立
劇
場
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
は
、
松
田

代
議
員
（
自
治
労
）
と
富
所

代
議
員
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）

を
議
長
団
に
選
出
し
始
ま
り

ま
し
た
。
権
頭
委
員
長
は
総

会
開
催
に
際
し
、
「
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ

ト
委
員
会
は
一
年
間
様
々
な

活
動
を
し
て
き
た
が
も
っ
と

や
れ
る
こ
と
は
あ
る
と
思
う
。

本
日
の
総
会
で
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

委
員
会
の
活
動
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
そ
の
活
動
に
多
く

の
組
合
員
か
ら
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

一
年
間
の
活
動
報
告
は
冨

井
事
務
局
長
か
ら
、
「
委
員

会
と
委
員
会
運
営
」
、
社
会

活
動
と
し
て
の
「
農
園
事
業
」
、

地
域
協
議
会
活
動
へ
の
参
加
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
、
ユ
ニ
オ

ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
1
号

議
案
26
年
度
の
活
動
方
針
と

し
て
、
「
組
織
活
動
」
「
社

会
活
動
」
「
レ
ク
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
」
「
教
育
宣
伝
活
動
」

を
行
う
方
針
を
提
案
し
、
全

体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
第
2
号
議
案

と
し
て
、
役
員
の
選
出
に
つ

い
て
提
案
し
、
島
津
斉
正
委

員
長
以
下
の
役
員
体
制
が
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
新
役
員
の
紹
介

と
退
任
役
員
の
挨
拶
が
行
わ

れ
、
最
後
に
島
津
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

頃
は
連
合
中
越
地
協
の
運
動
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た

だ
き
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
２
０
２
６
年
の
午
年
が
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
私
の
議
長
就
任
時
に
も
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
活
動
の
中
心
と
な
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
三
点
ほ
ど
お
話
を
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
直
近
で
あ
り
ま
す
春
季
生
活
闘

争
で
す
。

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
で
は
、
労
使
双
方
の
理

解
の
も
と
、
各
加
盟
組
合
が
粘
り
強
い
協
議
・
交
渉

を
展
開
し
た
結
果
、
全
体
の
賃
上
げ
額
は
連
合
新
潟

結
成
以
来
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
実
質
賃
金
は

９
ヵ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
（
毎
月
勤
労
統
計
調
査
９

月
分
確
報
）
と
な
っ
て
お
り
、
働
く
仲
間
の
生
活
は

い
ま
だ
に
物
価
高
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
金
額
集
計
で
は
連
合
本
部
（
全
体
が
）
１

６
，
３
５
６
円
、
連
合
新
潟
（
全
体
）
が
１
３
，
６

１
１
円
と
大
手
と
中
小
の
希
望
規
模
間
、
全
体
と
新

潟
の
地
域
間
格
差
は
２
，
７
０
０
円
の
差
が
生
じ
ま

し
た
。
働
き
住
み
続
け
る
地
域
と
し
て
、
新
潟
県
中

越
地
域
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
深
刻
化
す
る
人
手
不

足
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
春
闘
で
は
格

差
是
正
分
を
上
積
み
し
た
取
り
組
み
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
組
織
拡
大
強
化
で
す
。
組
合
活
動
の

原
点
は
共
済
活
動
で
あ
り
、
共
済
活
動
は
、
加
盟
組

合
の
組
織
力
と
組
合
員
が
い
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け

ま
せ
ん
。

一
例
で
す
が
、
昨
年
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
元
タ
レ
ン
ト

と
女
性
と
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
端
を
発
し
た
一
連
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
問
題
は
、
労
働
組
合
の
弱
体
化
が
一
因

と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
約
１
，
１
０

０
人
も
の
社
員
が
い
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン
シ
ョ
ッ
プ

制
と
は
い
え
組
合
員
が
８
０
人
し
か
い
な
か
っ
た
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
も
し
労
働
組
合
の
組
織
が
よ
り

強
け
れ
ば
、
今
回
の
問
題
も
も
っ
と
早
く
改
善
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
件
以
降
、
組

合
員
数
は
８
０
人
か
ら
５
０
０
人
に
な
り
、
社
員
説

明
会
や
そ
の
後
の
企
業
変
革
説
明
会
で
は
労
働
組
合

が
組
織
と
し
て
強
化
さ
れ
、
要
望
を
出
し
た
結
果
が

そ
の
事
態
を
動
か
し
た
と
言
え
ま
す
。

労
働
組
合
は
経
営
陣
と
社
員
の
間
の
橋
渡
し
の
役

割
を
担
い
、
経
営
陣
は
社
員
か
ら
の
声
に
対
応
す
る

こ
と
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
や
不
正
行
為
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
労
働
組
合
の

存
在
意
義
と
組
織
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
そ
の
拡
大
に
向
け
て
加
盟
組
合
員
に
お
い
て
は
中

越
地
協
の
運
動
を
含
め
各
単
組
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
つ
め
は
政
策
実
現
活
動
で
す
。
昨
年
の
参
院
選

の
小
選
挙
区
に
お
い
て
は
地
元
出
身
候
補
を
相
手
に

大
激
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
推
薦
候
補
が
見
事
勝
利

し
、
改
め
て
中
越
地
協
の
組
織
の
結
束
力
を
再
確
認

い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
そ
の
行
動
に
ご
協
力

を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
力
を
止
め
る
こ
と
な
く
さ
ら
に
拡
大
し
て
い

く
こ
と
、
我
々
で
は
成
し
得
な
い
法
案
改
正
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
の
大
き
な
仕
事
を
我
々
の
代
弁
者
と
し

て
実
現
し
て
も
ら
う
べ
く
、
そ
の
為
に
各
組
織
議
員

へ
の
支
援
と
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
、
市
民
団
体
、

Ｎ
Ｐ
０
団
体
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
課
題

を
共
有
し
、
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
、
関
連
団

体
様
か
ら
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

時
代
は
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
致
団

結
し
て
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
！

議

長

長
谷
川
義
和

Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟

副
議
長

五
十
嵐

聡

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

副
議
長

大
野
健
太
郎

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

副
議
長

番
場

睦

Ｊ
Ｐ
労
組

副
議
長

渡
辺

将
史

電
力
総
連

事
務
局
長

横
澤

勝
之

自
治
労

事
務
局
次
長

半
間

陽
介

日
教
組

幹

事

中
村

憲
和

自
治
労

幹

事

飯
田

浩
二

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

幹

事

小
原

洋
輔

Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟

幹

事

舩
山

大
志

電
機
連
合

幹

事

皆
川
み
ど
り
ヘ
ル
ス
ケ
ア
労
協

幹

事

星
野

弘
樹

自
動
車
総
連

幹

事

渡
部

洋
平

運
輸
労
連

幹

事

小
坂
井
康
裕

私
鉄
総
連

幹

事

佐
藤

昌
和

基
幹
労
連

幹

事

高
平

光

Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合

幹

事

小
林

一
由

全
水
道

幹

事

五
十
嵐

厚

見
附
支
部

幹

事

内
山

聖
己

小
千
谷
支
部

幹

事

登
坂

仁

北
魚
沼
支
部

幹

事

長
谷
川
邦
彦

南
魚
沼
支
部

幹

事

宮
内

崇
志

十
日
町
支
部

幹

事

島
津

斉
正

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

幹

事

岡
田

香
織

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

幹

事

島
倉

由
佳

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

会
計
監
査

岡
地

英
紀

紙
パ
連
合

会
計
監
査

樺
澤

安
利

全
労
金

書

記

木
田
由
紀
子

事
務
局

２月６日(金) 第101回地協委員会

(前段で連合新潟春闘方針の説明会)

２月27日(金) 部門別連絡会

３月４日(水) 長岡地区春闘総決起集会

※開始時間はいずれも18時の予定

開催日 ２０２６年４月２５日(土)
会 場 長岡市立劇場大ホール
内 容 9:45～ メーデー大会

11:20～ デモ行進（会場発着の予定）
13:00～ 記念イベント(講演会など）
11時からマルシェも開催

※詳細は今後決定。時間は予定です。



中
越
地
域
退
職
者
連
合
は
、

12
月
9
日
に
長
岡
市
、
12
月

19
日
に
見
附
市
に
対
し
、
介

護
保
険
制
度
お
よ
び
社
会
保

障
制
度
を
中
心
と
し
た
要
請

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

長
岡
市
で
は
、
渡
邉
副
市

長
を
は
じ
め
福
祉
保
健
部
長
、

関
係
課
長
な
ど
市
側
11
名
が

出
席
し
、
退
職
者
連
合
か
ら

は
西
片
会
長
ほ
か
役
員
7
名
、

連
合
中
越
地
協
の
横
澤
事
務

局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
冒

頭
、
西
片
会
長
か
ら
要
請
書

を
手
渡
し
、
髙
峰
事
務
局
長

が
要
請
内
容
を
説
明
し
た
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

見
附
市
に
お
い
て
も
、
吉

原
副
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

市
側
関
係
者
と
、
退
職
者
連

合
役
員
、
連
合
中
越
地
協
、

連
合
推
薦
の
佐
々
木
市
議
、

樺
澤
市
議
が
出
席
し
、
同
様

の
進
行
で
要
請
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

要
請
内
容
は
、
医
療
・
介

護
体
制
の
充
実
、
介
護
労
働

者
の
処
遇
改
善
、
認
知
症
対

策
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
、
身

寄
り
の
な
い
高
齢
者
や
低
所

得
高
齢
単
身
者
へ
の
支
援
強

化
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
両

市
と
も
問
題
意
識
を
共
有
し
、

前
向
き
な
姿
勢
が
示
さ
れ
、

一
定
の
改
善
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

回
答
は
後
日
、
文
書
お
よ

び
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
さ
れ

る
予
定
で
す
。
今
後
も
社
会

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
要

請
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
（
退
職
者
連
合

髙
峰
事
務
局
長
）
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第２講座 ひきこもりと地域のつながりセミナー
と き： ２月５日（木） 13:30～16:50

ところ： アオーレ長岡市民交流ホールＢ．Ｃ

開催団体 認定特定非営利活動法人ＵＮＥ

第３講座 夜職(よるしょく)女性の現場から考える

女性の貧困とは

と き： ２月７日(土) 14:00～15:30

ところ 長岡市立劇場 大会議室

開催団体 ＮＰＯ法人女のスペース・ながおか

第４講座 こども食堂ってなあに
と き： ２月１５日(日) 13:30～15:00

ところ アオーレ長岡 市民協働ルーム

開催団体 長岡こども食堂・地域食堂ネットワーク

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

連
合
中
越
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
勤
労
者
の
権

利
向
上
や
福
祉
充
実
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ま
た
、
行
政
や

関
係
機
関
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
り
わ
け
、
連
合
中
越
な
ど
関
係
団
体
の
皆
様
が
運
営
す
る
新
潟

県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
家
と
連
携
し
、
生
活
に

密
着
し
た
労
働
問
題
や
心
の
相
談
支
援
を
積
極
的
に
実
施
し
、
多
様

な
勤
労
者
の
支
え
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
も
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
伺
い
、
そ
の
存
在
意
義

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
経
済
の
変
動
が
激
し
く
、
物
価
上
昇
や
円
安
の
影
響
が
勤
労

者
の
生
活
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
長
岡
市
と
し
て
は
、
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
に
対
し
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
引
き
続
き
強
く
要
請

す
る
と
と
も
に
、
賃
金
改
善
を
通
じ
た
暮
ら
し
の
安
定
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
「
な
が
お
か
マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
」
で
は
、
求
職
者
が
生
活

ス
タ
イ
ル
や
事
情
に
合
わ
せ
て
働
け
る
仕
組
み
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
で

提
供
し
、
特
に
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方
々
な
ど
多

様
な
働
き
手
に
柔
軟
な
就
業
機
会
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
な
が
お
か
働
き
方
プ
ラ
ス
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
す
る
３
０
０
社
超
の
企
業
と
連
携
し
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や

育
児
・
介
護
支
援
の
拡
充
な
ど
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
地
域
全
体
で
推
進
中
で
す
。

未
来
を
切
り
開
く
鍵
は
「
人
」
と
「
産
業
」
で
す
。
東
京
一
極
集

中
が
加
速
す
る
中
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
な
ど
、

若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
働
く
場
の
創
出
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

企
業
誘
致
や
起
業
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
や

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
産
業
の
生
産
性
向
上

を
図
り
、
市
民
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
、
安
全
で
便
利
に
し
ま
す
。

来
年
度
に
は
、
「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
」
が
全
館
オ
ー

プ
ン
し
、
人
材
育
成
と
産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
一
層
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
米
百
俵
の
国
漢
学
校
の
跡
地
と
い
う
長
岡
の
ま
ち
づ
く

り
の
源
泉
と
な
る
場
所
か
ら
、
人
材
育
成
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
広

げ
、
中
越
圏
域
全
体
の
経
済
活
性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

連
合
中
越
の
皆
様
と
手
を
携
え
、
す
べ
て
の
勤
労
者
が
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
に
い
っ
そ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本

年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
理
解
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

連
合
中
越
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
勤
労
者
の
地
位

向
上
や
福
祉
の
充
実
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

見
附
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
誰
も
が
「
こ

の
ま
ち
で
暮
ら
せ
て
う
れ
し
い
」
と
実
感
で
き
、
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
見
附
の
未
来
」
を
目
指
し
て
、
市
政
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
見
附
の
未
来
」
を
築
く
上
で
、
最
も
重
視
す
べ
き

は
、
「
人
口
減
少
対
策
」
。
特
に
次
世
代
を
担
う
若
者
や
子
育
て
世
代

に
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
で
あ
る
た
め
の
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
移
住
定
住
促
進
で
は
、
昨
年
策
定
し
た
戦
略
に
基
づ
き
、
「
お
試

し
移
住
住
宅
」
や
市
民
の
声
掛
け
に
よ
る
「
つ
な
が
り
移
住
支
援
金
」

な
ど
を
開
始
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
発
信
強
化

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
若
者
向
け
の
魅
力
づ
く
り
と
し
て

は
、
「
稼
げ
る
産
業
」
と
「
子
育
て
・
教
育
」
が
大
切
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
「
産
業
振
興
」
で
は
昨
年
、
課
題
の
人
材
確
保
に
向
け
、
求

職
者
と
事
業
者
を
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
ぐ
「
み
つ
け
マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
「
農
業
女
子
の
会
」
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
企
業
誘

致
に
向
け
て
は
、
昨
年
、
国
の
重
点
促
進
区
域
認
定
を
受
け
る
な
ど
、

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
、
民
間
の
動
き
と
連
携
し
な
が
ら
環
境
や
体
制

整
備
を
進
め
る
な
ど
、
稼
げ
る
産
業
界
を
目
指
し
て
後
押
し
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

「
子
育
て
」
に
関
し
て
は
、
保
育
料
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
ほ
か
、
こ

ど
も
た
ち
が
直
接
選
ぶ
大
型
遊
具
の
、
道
の
駅
パ
テ
ィ
オ
に
い
が
た
へ

の
設
置
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
「
教
育
」
で
は
、
本
格

開
始
か
ら
２
年
目
を
迎
え
た
「
Ｊ
ｏ
ｂ
（
ジ
ョ
ブ
）
チ
ャ
レ
教
育
」
に

つ
い
て
、
昨
年
策
定
し
た
市
内
協
力
事
業
所
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
Ｊ

ｏ
ｂ
チ
ャ
レ
図
鑑
」
も
活
用
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま

す
。加

え
て
、
ど
の
よ
う
な
年
代
や
境
遇
の
方
も
「
誰
1
人
取
り
残
さ
な

い
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

も
連
携
し
た
災
害
へ
の
備
え
の
強
化
の
ほ
か
、
地
域
医
療
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
施
行
し
た
「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

の
な
い
だ
れ
も
が
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
い
て
啓

発
や
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
新
し
い
総
合
計
画
案

も
ま
も
な
く
公
表
し
ま
す
。
こ
の
計
画
の
も
と
「
暮
ら
し
満
足
Ｎ
ｏ
．

１
の
ま
ち
」
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。結

び
に
、
皆
様
に
と
っ
て
、
新
年
が
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。


